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文部科学⧧が管する平成28年度 「⬨会的㗺題に対応するための学校給食の活用（地産地

消のᷨ進）」 事業を芦屋市教育委員会で引き受けていただくことになった。 地産地消の視点を

重視した学校給食を市内の学校でどのように取り組み、 ⸊続していけるかが具体的な㗺題とな

る。 直ちに関係者によって㕽委員会が組⺑され、 㘕㙸が重ねられた。 芦屋市内には㢏地は

ほとんどなく、 市内で生産される食材は⦓♆に等しい。 ᑔ㢕地域も大㥵市地域であり、 事情は

ᐙ様である。 そこで、 地産地消の⇑᭩を兵庫県内産の食材を用いることと定⼖した。 県内の特

産物を使った学校給食を工夫するといった実㞒的な取り組みも行われた。 そして、 市内だけで

なく他地域の学校でもᩙく活用でき、 かつ⸊続的に⪆⯱成⁾が活かされる成⁾物をと考え、 県

内産食材を使った給食レシピ集を作成することにした。

芦屋市࿒びに学校給食関係者には大変なご苦労をいただきながら、 実際に県内産食材を㜩

入し、 調理室で調理し、 ቈ⧺にṶり、 㗵明文を考え、 ᷨỳを重ね、 ようやくレシピ集が完成した。

このレシピ集が芦屋市内の学校だけでなく、 ᩙく他地域の学校でも⸊続的に活用いただき、 学

校給食が子どもたちにとって、 さらに大きな学びの機会になればと期待している。 最後に、 レシ

ピ集作成に献身的にごᤍ力いただいた芦屋市学校給食関係者の⦓様と、 ⹋集 ・ ኹ作に多大な

ご♆理をお願いしたኹ作スタッフに心から感謝する次ⱨである。
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